
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修学旅行が終わり、日常の生活に戻りました。学年集会、作文、アンケートを実施し、３日間を振り返りました。解散

式や学年集会で話したことは、学校生活や今後の人生でも必要なことなので、ここで改めて伝えたいと思います。 

 

≪解散式での校長先生のお話より≫ 

①「見えない配慮に気づく力」 ～「お釈迦様の指」の話より～ 

 

 

 

 

 

 実は多くの人の支えがあって修学旅行を無事に終えることができました。何でも自分でできるのが望ましいですが、こ

れからも「見えない支え」があることを念頭に置き、感謝しながら毎日を過ごしてください。 

 

②「リーダー以外の人の成長と全体のレベルアップ」 

 実行委員、行動班の班長、ホテルの室長など、リーダー的立場の人たちが大いに活躍しました。今後はリーダーだけで

なく、その他の人たちも成長する必要があります。リーダーに頼るだけでなく、それぞれがやるべきことをしっかりやっ

て、集団の力を伸ばしていきましょう。 

 

 

 

日 曜 １ ２ ３ ４ ５ ６ 学年の予定 

14 月       スポーツの日 

15 火 ① ② ③ 運動 ⑤ 合唱 体育着登校 ④ティップネス連携授業 ⑥合唱練習 

16 水 ① ② ③ ④ ⑤  再登校 16:10 

17 木 総合 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ①アルバム作り 

18 金 ① ② ③ ④ ⑤ 道徳 芸能祭音楽会（吹奏楽部出場） ⑥アルバム作り 

※１５日（火）は。ティップネスとの連携授業です。体育着登校で制服はいりません。受験勉強で鈍った体をリフレッ

シュしましょう。 

※修学旅行のアルバム作りを進めています。お家で作りたい人はアルバムを持ち帰って構いません。１７日（木）には忘

れずに持ってきてください。 

※フッ化物洗口が始まっていますが、コップを忘れている人が多数います。来週は必ず持ってきてください。 
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特別時間割で変更が多いので、帰りの学活で時間割を確認しましょう。 

あるとき、お釈迦様が天上から人間の世界を見ていました。男の荷車が、ぬかるみにはまって動か 

なくなっている。誰も助けに来てくれない。自分でやるしかないと、その男が渾身の力を込めて荷 

車を引いたとき、お釈迦様が見えない指でポンと押して助けてあげる。でも、お釈迦様は「私が押 

した」とは言いません。困ったときに助けてくれると思わせるといけないからです。 


